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鵡川・沙流川 DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

第１章 むかわ町における秋期施設アンケート調査 

 

１．調査の概要 

（１）調査の目的 

  目的としては、地域連携 DMOとして 3町の観光地域づくりを推進するために、各町施

設などにおいて、当地域における来訪者の質的構成や、動向を数量的に把握し、また、来

訪者が「何を目的に旅行をしているか、何を求めているか」を把握するために調査を行っ

た。また、得られた情報を分析することにより、事業内容や KPIの設定の検討を行うため

に利用する。 

 

（２）調査方法 

  アンケート調査は、調査員が施設の玄関先でブースを設置し、来訪者に直接アンケート

記入を依頼する、いわゆる対面方式で行った。アンケート回答の謝礼として、各町の風景

写真を印刷したポストカード（３枚１組）をプレゼントした。謝礼品は調査地以外の他町

特産品にし、回遊してもらうきっかけづくりやアンケートをスムーズに行うことを目的と

している。 

 

（３）調査対象 

  調査地以外（町民以外）からの来訪者 

 

（４）調査地点 

  道の駅「四季の館」 玄関前 

 

（５）調査期間 

  令和元年 11月 8日（金）～10日（日） 

 

（６）調査項目 

  属性、認知度、来訪回数（リピーター）、来訪手段、出発地から調査地までの所要時間、

旅行ルート、滞在時間、町イメージ、旅行目的、調査地での消費額、情報源、満足度 

 

（７）アンケート回収数 

  ① 11月 8日（金） 106枚 

  ② 11月 9日（土） 112枚 

  ③ 11月 10日（日）   84枚 

  合計 302枚 
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鵡川・沙流川 DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

２．調査結果 

 

 

 

（１）性別（n=302） 

  女性と比べて男性の方が若干多い結果となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）年代構成（n=302） 

  全体的にみると、50代が最も多く、次いで 60代、40代となっている。ミレニアム世

代である 20 代、30 代は約 18％と低く、10 代を合わせたとしても 19％にとどまって

おり、若い世代がほとんど来訪していないことが分かった。特に 10 代はほとんどいなか

った。主となるのは 40～60 代であり、夏の調査と同じような形である。50 代以上の高

年齢層が全体の約 62％を占めている。 

  来訪者が多い夏や秋での若い世代の来訪が少ない状況であるため、そのための方策を考

えなくてはならない。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２-１ ご回答いただく方について 

全体の平均は 48.1歳 
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鵡川・沙流川 DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

  以下の図は男性の年代割合である。割合としては 50代が最も多く、次いで 40代、60

代となっている。全体よりは 30 代以下は若い世代が若干多くなっている。全体よりも平

均年齢が約 2歳低い。女性よりも約 3歳低い。 

【男性×年代】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  以下の図は女性の年代割合である。割合としては 50代が最も多く、男性と同じである。

次いで 60代、70代以上となっている。男性との違いは 70代以上の割合が多くなってい

ることである。10代は全くいなく、それ以外の若い世代も、少なくなっている。全体より

も平均年齢が約 1歳高い。男性よりも約 3歳高い。 

【女性×年代】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※平均年齢は年代から算出したもので、実際の数値ではなく参考数値である 

【前年度同時期比較】 

   前年度の同時期と比較すると、ほとんど違いは見られなかった。 

  

男性の平均は 46.4歳 

女性の平均は 49.9歳 
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鵡川・沙流川 DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

【性別の年代割合（全体比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）居住地（n=302） 

  全体を見ると、道内からの来訪者が約 79％となっており、夏の調査と比べて道外からの

来訪者が、約 15ポイント少なくなっている。 
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鵡川・沙流川 DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

  以下の図は道内からの来訪者の詳しい居住地である。札幌からの来訪者が最も多く、全

体の半分以上を占めている。次いで多いのは日高地方の約 12％である。連携地域である

日高町や平取町からはほとんどみられなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  道内のどこのエリアから来訪しているか把握するために、振興局別に集計したところ、

以下の図のようになった。多くを占めるのは石狩地方で約 67％である。次いで、日高地

方となっている。おおむね居住地から 1～2時間ぐらいで来ることができる来訪者が多く、

約 8割とほとんどを占めている。エリアごとに色を分けてみると。西からの流入が多くな

っているのが分かる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11.8％ 

7.9％ 

79.7％ 
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鵡川・沙流川 DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

  一方、道外からの来訪者の居住地は以下の図のとおりである。最も多かったのは関東地

方からが多く約 58％となっており、次いで関西地方からである。関東や関西からは、交

通の便が良く、新千歳空港への直行便が多いことが要因と推測する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度同時期比較】 

   今回の調査では、昨年とさほど違いは見られないが、道内の居住地を見ると、日高地

方からの来訪が約５倍に増えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

  
7 

 

 

鵡川・沙流川 DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

  道内の来訪者の居住地を同心円図で見てみると、以下の図のようになる。ピンク色のポ

イントが来訪者の居住地となっているが、詳しい住所が分からないため役場があるところ

にポイントしている。おおむね高速道路がある、または近い場所から来ていることが分か

る。直線距離では 40ｋｍの範囲の西側（札幌、苫小牧など）と東側（日高、新ひだかなど）

の居住地からより多く訪れていることが分かった。十勝や道東などの北エリアの居住地か

らの来訪はほとんど見られなかった。今回の調査では、調査を開始してから初めて離島（礼

文町）からの来訪があった。 

【道内の同心円図から見る来訪者の居住地】 
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鵡川・沙流川 DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

（４）同行者の構成（n=302） 

  全体としては、「夫婦」が最も多く、次いで「友人」、「ひとり」と続いている。家族単位

が約 46％、その他が約 53％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  性別と年代別の同行者構成については以下の図のとおりである。性別で見ると、どちら

も「夫婦」での来訪が多くなっており、それ以外では男性については「ひとり」が女性と

比べて多くなっており、反対に女性は「大人の家族」との来訪が多くなっていることが分

かっている。 

  年代別にみると、10代は「子供連れ家族」での来訪がほとんどとなっており、20～40

代は「友人」や「ひとり」で来訪する割合が高くなっている。50～70代以上に関しては

「夫婦」での来訪が目立っている。30代は「子供連れ」が多いことから、10代との相関

関係があると推測できる。 

 昨年と比べて「友人」との来訪が多くなっており、約 13ポイントも増えている。その分

「夫婦」での来訪が少なくなっている。 

【性別・年代別の同行者構成】 
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鵡川・沙流川 DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

 

 

（１）来訪回数（n=302） 

  以下の図は来訪者の来訪回数を全体および性別、年代別に集計したものである。全体的

にみると、初めての来訪が約 28％で不明を除く残りの約 72％がリピーターということに

なる。その中でも 5回以上の来訪が約 49％と半分を占めている。 

  性別で見ると、リピーターの割合はほとんど違いがなく、女性より男性の方が 5回以上

のハードリピーターの割合が約 10ポイント高くなっている。 

年代別にみると、20代は全体と比べて初めての来訪が多くなっている。その世代以降次

第にリピーター率が上がっていくのが分かる。年齢を重ねるほど来訪のチャンスが多いた

め、このような結果となっていると推測する。 

【全体および性別、年代別の来訪回数】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度同時期比較】 

   昨年度より初めての来訪が少なくなっており、約 5ポイント少なくなっている。割合

構成的に言えばあまり変わりはなく、年齢が高くなればなるほどリピーター率が高くな

っている傾向は同じである。 

 

 

  

２-２ むかわ町へは、今回が何回目のご来訪ですか？ 
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鵡川・沙流川 DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

（２）再来訪期間（n=205） 

  以下の図は、前回から今回まで来訪するまでの期間を調査したものとなっている。全体

的にみると、多くが半年以内となっており、約 46％と半分近くとなっており、次いで 1

年以内は約 29％となっている。合わせると約 75％が 1年以内に訪れており、短いスパ

ンで来訪している人が多いことが分かった。 

  年代別で見ると、女性より男性の方が、より短いスパンでの来訪となっており、半年以

内を含む一年以内でみると、その差は約 13ポイントもあることがわかった。 

  年代で見てみると、10代は 1年以内の来訪がすべてを占めている。20～40代は全体

と比べて 1年以内の短いスパンの来訪が少なくなっており、反対に 50～60代は、多くな

っていることが分かっている。 

いずれにしても、半年以内を含む 1年以内の来訪が多くを占めている。調査時期はしし

ゃもの時期でもあるため、来訪チャンスも多くなっていることから、来訪のスパンも短く

なっていると推測する。 

【全体および年代別の再来訪期間】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度同時期比較】 

   昨年度と比べて再来訪期間は短くなっており、半年以内を含む一年以内の短い来訪が、

約 15ポイントも多くなっていることが分かった。これは、北海道胆振東部地震の影響

が、あまり見られなくなったことが要因と考える。 
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鵡川・沙流川 DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

 

 

（１）来訪手段（n=299） 

  来訪手段としては、ほとんどの来訪者が「マイカー」で来ていることが分かった。

次いで「レンタカー」、「バスツアー」となっており、「レンタカー」を利用して来

訪している人が昨年と比べて多くなっていることが分かっている。道外者の来訪手

段としてはフェリーを利用した「マイカー」での来訪分が少し減り、新千歳空港か

ら「レンタカー」を利用している人が多くなったことと推測する。 

  H28年度北海道の観光客動態調査によると、来訪者の旅行時の移動手段としては、マ

イカーが約 74％となっており、当地域よりも低い水準（当地域差 1ポイント）となって

いる。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考：H28年度北海道の観光客動態調査より 旅行時の移動手段】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２-３ 今回のご旅行でむかわ町まで、どのような手段で来られましたか？ 

参考図：北海道経済部観光局調べ（平成 28 年度観光客動態・満足度調査報告書より） 



 

 

  
12 

 

 

鵡川・沙流川 DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

 

 

（１）出発地からの所要時間（n=302） 

  出発地からむかわ町までの所要時間についてだが、最も多いのが 1時間台での来訪が約

42％、次いで 2時間台の約 22％となっている。4時間以上かけてきているのは、ほぼ道

外者である。 

1 時間台が多い理由としては、ししゃもの時期となっているため、商店等が込み合うの

を避けて、どこにも寄らずに直接来訪している人が多くなっていることが要因と考える。

全体的には、道内の来訪者のおおくは 1 時間台以内にむかわ町へ来訪していることが分か

っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度同時期比較】 

   昨年と比べて、1時間台の割合が増え、2時間台の来訪が減っている。また、4時間

以上の来訪が約 7％多くなっていることが分かっている。いずれにしても、この時期は

短い所要時間が多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２-4 今回のご旅行について、出発地からむかわ町までの所要時間を教えてください。 
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鵡川・沙流川 DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

 

 

（１）むかわ町を訪れるまでに立寄った先（n=302） 

  立寄った人と立寄っていない人と比べると、立寄ってない人が約 70％を占めている。 

 

 

 

 

 

 

  以下の図は、立寄ったと回答した中での具体的な場所である。一番多いのは日高地方で、

次いで苫小牧市、安平町と続いている。安平町が多いのは、新しい道の駅「あびら D51

ステーション」が開設されたことが起因していると推測する。これは、昨年に引き続いて

いることである。 

ルート的に考えると、苫小牧方面からは国道 235号、または日高道を利用したと推定す

る西ルートからの来訪が最も多く約 65％となっている。 

日高地方側からの国道 235号を利用したと推定する東ルートが約 33％、十勝方面から

の国道 237号（日高町日高地区、平取町を経由）を利用したと推定する北ルートはほとん

どなく約 1％となっている。 

【立ち寄った先の具体的地名】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度同時期比較】 

  昨年度とくらべて、割合構成的にはあまり変わらないが、北エリアからが、より少な

くなっている。 

 

  

２-５ 今回のご旅行で、立寄り先と立寄る予定の場所を教えてください。 

 

65.2％ 

32.6％ 

1.1％ 
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鵡川・沙流川 DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

（２）むかわ町からどこに訪れるか、立寄る予定先（n=302） 

  立寄る予定と回答した人は全体の約 45％となっており、約半分の来訪者が調査地から

どこか違う場所へ移動する、となっている。 

 

 

 

 

 

 

  立寄る予定と答えた人の具体的な場所については、以下の図のとおりである。一番多い

のが新ひだか町で、次いで日高地方、苫小牧市と続いている。 

  ルート的に考えると、日高地方方面の東ルートを辿る人が約 49％で、次いで、苫小牧

などの西ルートが約 43％となっている。十勝や上川地方方面への北ルートが約 6％となっ

ている。ほとんどこのエリアへは立寄る人がいないことが分かっている。 

【立寄る予定の具体的地名】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度同時期比較】 

  昨年と比べて西エリアへの移動が若干増えている。北エリアが若干少なくなっている。 

 

  

43.4％ 

5.8％ 

48.5％ 
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鵡川・沙流川 DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

（３）ルート検証（n=302） 

どのエリアから来て、どこのエリアに向かうのか、ルートが分かるように以下に図を示

す。西エリアからの流入が特に多く、約 81％とほとんどを占めている。また、むかわ町か

らは、約 69％が西エリアへ、約 24％が東エリアへ、約 7％が北エリアへと辿っていく人

が多くなっている。ルート的に考えると「西エリアから西エリアへ」、「西エリアから東エ

リアへ」が多くみられている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

むかわ町 

西エリア 

北エリア 

東エリア 

西エリア 

北エリア 

東エリア 

81.4％ 16.6％ 

2.0％ 

68.8％ 
24.2％ 

7.0％ 
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鵡川・沙流川 DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

 

 

（１）滞在時間（n=302） 

  全体的にみると、約 67％という高い割合で半日の日帰りで次の場所に移ってし

まう人が多く見受けられる。一日の滞在（日帰り）する人は約 18％となっている。

1泊以上の宿泊者は、約 15％にとどまっており、ほとんど宿泊者がいない形とな

っている。 

  年代別にみると、長く滞在している世代としては 20代である。全体よりも短い

滞在（半日、日帰り合わせて）となっている世代としては、10代、30～50代で

ある。宿泊を伴う滞在としては、1泊 2日が多くなっており、年代としては 60代、

70代以上に多くみられる。 

  全体的に滞在時間が短い（特に半日の日帰り）状況にあるので、半日を一日に、

さらには宿泊を伴うような取組が必要である。 

【全体および年代別の滞在時間割合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度同時期比較】 

  昨年と比べると、滞在時間が短い傾向は変わらない傾向にあるが、1泊以上の宿泊者

の割合が、約 6ポイント増えている。 

 

 

 

  

２-６ むかわ町での滞在時間を教えてください。 
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鵡川・沙流川 DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

 

 

（１）むかわ町以外での宿泊（n=302） 

  今回の旅行において、むかわ町以外でも宿泊すると回答した人は、全体から見て約 37％

となっている。 

 

 

 

 

 

 

  その約 37％の内訳としては、札幌・小樽が最も多く、約 24％となっている。次いで新

ひだか町の約 21％、千歳・苫小牧が約 19％となっている。札幌・小樽が多い理由として

は、調査地から近いことや旅行者が宿泊拠点にしているためと推測する。 

【むかわ町以外で宿泊する具体的な場所】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【来訪者の旅行形態】 

   来訪者の旅行形態としては、宿泊を伴う旅行形態（むかわ町内外での宿泊）をとって

いる人は、約 37％となった。平成 28年度の北海道観光客動態調査では、道内観光客は

宿泊を伴う旅行が約 57％となっており、むかわ町に来訪している旅行者はそれよりも

約 20％も低い水準となっている。 

   【参考：H28年度北海道の観光客動態調査より 旅行時の移動手段】 

 

 

 

 

  

２-７ 今回のご旅行で、むかわ町以外で宿泊されますか？ 
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鵡川・沙流川 DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

 

 

来訪者にとってむかわ町がどのようなイメージがあるかを調査した結果、以下のようにな

った。設問としては、イメージが「ある」か「ない」かについて、さらに「ある」と回答し

た人には具体的なイメージを聞いている。 

全体で見ると「ある」と回答している人は約 92％となっており、イメージがある人がほ

とんどであった。居住地別でみると、道内居住者も道外居住者も「ある」との回答が約 84％

以上となりほとんどの来訪者が「ある」と回答している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

下図は、「ある」と回答した中で、具体的なイメージを示したものの割合である。最も割合

が多くなっているのが「ししゃも」である。約 80％も占めており、時期もあるが、ブラン

ド化がしっかりとされている証拠である。「恐竜」については、約 10％となっており、あま

り強い印象は持たれていない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２-８ あなたが思う「むかわ町といえばこれ！」というものはありますか？ 
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鵡川・沙流川 DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

 

 

（１）旅行の動機（n=302） 

  全体的にみると、最も多い回答としては「おいしいものを求めて」となっており約 55％

を占めている。次いで、「その他」「自然を楽しむため」と回答している。 

  性別で見てみると、女性よりも男性の方が「自然を楽しむため」と回答している人が約

7ポイントも多くなっている。反対に女性は「おいしいものを求めて」と回答した人が男

性よりも約 11ポイントも多くなっていることが分かっている。 

  年代別に見ると、10代の多くは「自然を楽しむため」と回答している。その他の世代

については、「おいしいものを求めて」との回答が割合の半分以上を占めている。これは時

期的にししゃもの時期となっているため、概ねそれを目当てに来訪している人が多いため

「おいしいものを求めて」という回答が多くなったと推測する。 

  【全体および男女別、年代別の旅行動機割合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度同時期比較】 

   昨年は「おいしいものを求めて」との回答が約 63％を占めていたが、今回の調査で

は、約 55％と約 8ポイント低くなっており、反対に「自然を楽しむため」が少し高く

なっている。 

 

  

２-9 今回のご旅行の動機は何ですか？ 
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鵡川・沙流川 DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

  以下の図は、旅行動機で「その他」（全体割合の 21.9％）の具体的な回答である。 

  その中でも、「所用」と回答した人は約 47％となっており、通りすがりや用事のついで

に来訪したと推測する。次いで「その他観光」が約 25％となっている。その他には「温

泉」「道の駅」と続いている。道の駅のスタンプラリーは根強い人気であった。 

  「所用」の内訳としては、「家庭の用事」が多くみられている。「その他観光」では、道

の駅で行ったイベントのためと回答している人もいた。 

【旅行の動機 その他の内訳】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  総合的にみると、「おいしいものを求めて」「自然を楽しむため」が旅行動機の中心とな

っていることが分かった。以下の図の、「北海道観光客動態調査」と比べると、主要な選定

理由として当調査と同じようなもの（赤枠内）となっている。 

【参考：H28年度北海道の観光客動態調査より 旅行先を選んだ理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

参考図：北海道経済部観光局調べ（平成 28 年度観光客動態・満足度調査報告書より） 
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鵡川・沙流川 DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

 

 

（１）消費額（n=302） 

  むかわ町における消費金額（予定を含む）だが、平均金額としては 4,270円となってい

る。最小値の 0円は 3件で、最大値の 200,000円は 1件あった。 

項 目 金 額 

平均金額 6,132円 

最小金額 0円 

最大金額 200,000円 

 

  以下の図のとおり、消費金額の範囲別の件数を見てみると、データにばらつきが大きい

のが分かる。赤い線が平均金額である。200,000円という高い消費金額が少し平均金額

を押し上げている形になっている。 

【消費金額の範囲別件数】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２-10 今回のご旅行でむかわ町での消費額（予定を含む）を教えてください。 
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鵡川・沙流川 DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

  全体、性別、年代別による消費金額割合を以下の図に示す。全体的にみると、最も多い

のは 5,000円未満の約 63％である。次いで 5,000円～10,000円未満が約 18％、

10,000円～15,000円未満が約 9.3％となっている。 

  性別で見てみると、女性よりも男性の方が 5,000円未満の割合が多くなっている。この

図からは読み解くことはできないが、平均金額でいうと、男性が約 6,274円、女性が約

5,968円となっており、男性の方が 300円多く消費していることが分かった。 

  10代の消費金額だが自身で払うことは少ない（少額なら可能性あり）と考えられるこ

とから、それ以外の世代に振り分けられると捉えたほうが良い。また、今回は全てが 5,000

円未満の消費となっている。 

どの年代においても、5,000円未満の消費金額が多くなっている。その中でも平均消費

金額が最も高い世代としては、50代の平均 7,633円である（最も高い消費金額は

200,000円）。一番低いのは 10代平均 625円となっている。 

【全体および性別、年代別の消費金額の割合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度同時期比較】 

   昨年の平均消費金額は 6,580円となっており、今回の調査は昨年より 448円低くな

っていることが分かった。滞在時間は昨年と比べて、ほぼ同じであるため、消費金額も

同じような数値となっている。そのことから、ほぼ同じような消費行動をとっていると

言える。 
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～むかわ町・日高町・平取町～ 

（２）何に使ったか（n＝302） 

  フリーアンサー形式の回答を整理し、各カテゴリに分けて集計した。以下の図のような

割合になった。この問いは予定も含んでいるので「不明」は何を消費するか決めてはいな

いが、予定はある、ということである。 

  全体的にみると、割合は買物・お土産代が最も多く約 52％と半分を占めている。次い

で飲食店と続いている。詳細としては、お土産品はほとんど「ししゃも」の購入となって

おり、飲食店としては、「ししゃも寿司」の消費が多くなっていることが分かっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）主な居住地別の消費金額（n=299） 

  主な居住地別の消費金額を見ると以下のような図になった。最も高い消費金額となって

いる地域は、「帯広」と「道外」であった。このことから、調査地より距離が離れるほど、

消費金額が高いことが分かった。消費金額を上げる方法としては、滞在時間を延ばすとい

う方法もあるが、遠方からの居住者を誘致するという方法も今後は検討が必要である。 
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～むかわ町・日高町・平取町～ 

（４）滞在時間による平均消費金額（n=299） 

  滞在時間による平均消費金額を表すと以下の図のようになった。半日の日帰りと一日の

日帰りでは、1.3倍の差がある。半日の日帰りと 3泊以上では、約 19倍も差が出ている

ことが分かっている。 

 項目 金額 半日の日帰りとの差 

日帰り（半日） 3,762円 － 

日帰り（一日） 4,912円 1.3倍 

1泊 2日 12,966円 3.4倍 

2泊 3日 17,875円 4.7倍 

3泊以上 73,333円 19.4倍 

  滞在時間が延びれば伸びるほど、消費金額が上がっていることが分かっているが、調査

地点が道の駅という事もあり、車中泊の人もいるため、消費金額はそこまで高くならない

場合がある。今回の調査でいえば 1泊 2日や 2泊 3日は、その傾向がみられる。 
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～むかわ町・日高町・平取町～ 

 

 

（１）情報源（n=368） 

  以下の図は、来訪者が今回の旅行において、むかわ町を選んだ際の情報源が何か、全体

および性別、年代別でその割合を示したものである。 

  全体的にみると、「自身の経験」によって来訪していることが一番多い。その次には、「家

族・知人からの紹介」、「テレビ」と続いている。 

男女別にみてみると、男性より女性の方が、「家族・知人からの紹介」が約 11ポイント

も多くなっている。 

  インターネットを活用した情報取得（HPや SNSなどを合算したもの）は全体的には約

12％と、少なくなっている。 

  年代別でいうと、「自身の経験」で多く来訪しているのは、60代、70代以上である。「家

族・友人知人からの紹介」で多く来訪しているのは、10代、20代という若い世代である。

同行者構成から見ると、10代は親により、20代は友人により、情報を得て来訪している

人が多いことが分かっている。インターネットを活用した情報収集が多かった来訪世代と

しては、50代の約 20％であった。次いで 20代の約 17％となっている。 

  デジタルマーケティングがプロモーションを行う上で必須な方法となっているが、現在

のところ活用者は少ない。これは、ICTが観光において有効ではないという事ではなく、

地域の情報を必要な人に届けられていないという事と推測する。正しい方法により、情報

を伝えていくことが効果的なプロモーションといえる。 

【全体および性別、年代別のむかわ町を選んだ際の情報源割合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2-11 今回のご旅行でむかわ町を選んだ際の情報源は何ですか？ 
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【むかわ町を選んだ情報源割合（多い順）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度同時期比較】 

   昨年度は、北海道胆振東部地震による「テレビ」での露出が多かったが、今回の調査

では「テレビ」での情報の取得が少なくなっている。今年は、「自身の経験」と「家族・

知人の紹介」が多くなっている。 
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鵡川・沙流川 DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

 

 

この調査では、「大変満足」「満足」「やや満足」「普通」「やや不満」「不満」「大変不満」「未

経験」の 7項目に分けて回答してもらった。アンケート回答者は左から 2番目を選ぶなどの

回答する際の傾向があり、データに偏りが出てしまうことも考慮して、大変満足とやや満足

は「満足」にし、やや不満と大変不満は「不満」とし、集計を行った。また、経験していな

いことは「未経験」としたが、この分析では「未経験」は除き、「満足」「普通」「不満」の 3

項目について集計を行い分析することにした。 

 

（１）景観や雰囲気（n=278） 

  以下の図は、全体、性別、年代別の景観や雰囲気についての満足度となっている。また、

未経験者を除いた経験者の割合となっている。 

  全体的にみると、約 74％の人が「満足」と回答している。「普通」は約 25％、「不満」

は約 1％となっている。平成 28年度の北海道の観光客動態・満足度調査によると、景観

の満足度は約 78％となっていることから、満足度は道の調査とほぼ同じ水準であるとい

うことになる。 

  性別でみると、女性の方が満足度が少し高かった。 

  年代別でみると、20代の満足度が全体よりも高くなっており、その他の世代は概ね全

体と同じような満足度であった。 

【全体および性別、年代別の景観や雰囲気の満足度の割合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2-12 今回のご旅行で、むかわ町での満足度をお聞かせください。 
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（２）食事・飲食店（n=242） 

  以下の図は、全体、性別、年代別の食事・飲食店についての満足度となっている。また、

未経験者を除いた経験者の割合となっている。 

  全体的にみると、「満足」と回答した人は約 84％と回答者の約 8割強を占めている。ま

た、「普通」と回答した人は約 13％、「不満」と答えたのは約 3％となっている。平成 28

年度の北海道の観光客動態・満足度調査によると、食事の満足度は約 70％となっている

ことから、満足度は道の調査よりも約 14ポイントも高くなっていることが分かっている。 

  性別でみると、男性よりも女性の方が満足度は少し高くなっている。一方、男性は「不

満」が若干ある。女性は「不満」が全くないので、「不満」は男性のみという事である。 

  年代別でみると、20代の満足度は 100％となっている。反対に、10代に関しては全

体と比べて満足度は低くなっている。30代以降はほとんど全体の満足度と変わらない。 

【全体および性別、年代別の食事・飲食店の満足度の割合】 
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（３）物販・お土産（n=255） 

  以下の図は、全体、性別、年代別の物販・お土産についての満足度となっている。また、

未経験者を除いた経験者の割合となっている。 

  全体的にみると、「満足」と回答した人は約 82％、「普通」は約 17％、「不満」は約 2％

となっている。平成 28年度の北海道の観光客動態・満足度調査によると、おみやげ品の

満足度は約 67％となっていることから、満足度は道の調査よりも約 15ポイントも高くな

っていることが分かっている。 

  性別でみると、男性よりも女性の方が満足度は高くなっていることが分かっている。 

  年代別でみると、飲食店の満足度と同様に、20代の満足度は全体よりも高く、10代の

満足度は全体よりも低くなっている。その他の世代は、全体と同じような割合である。 

昨年と比べると全体の満足度は、約 10ポイントも高くなっており、その要因としては

定かではないが、北海道胆振東部地震の影響もなくなり、本来の満足度となったと推測す

る。 

【全体および性別、年代別の物販・お土産の満足度の割合】 
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（４）宿泊（n=64） 

  宿泊については、未経験者が多いため、サンプル数は少なくなっている。以下の図は未

経験者を除いた経験者の割合となっている。 

  全体的にみると、「満足」と回答した人は約 77％、「普通」が約 20％、「不満」が約 3％

となっている。平成 28年度の北海道の観光客動態・満足度調査によると、宿泊の満足度

は約 66％となっていることから、満足度は道の調査よりも約 11ポイントも高くなってい

ることが分かっている。 

  性別でみると、男性よりも女性の方が満足度は高く、その差は約 19ポイントも差がつ

いている。どのような点で満足度に差が出ているかはわからない。 

  年代別にみると、10代は宿泊経験者がいなかった。これは昨年度の調査でも同じであ

る。満足度が高いのは 60代以降で、７０代以上に至っては 100％となっている。20～3

０代は「不満」が多く、２０代に至っては 1／4が「不満」と回答している。30代は満足

度も低く、「不満」もあるため、この状態が続くと今後の滞在時間にも響いてくる可能性が

あり、同行者構成では 10代以下の子供の来訪も見込まれなくなる。 

【全体および性別、年代別の宿泊の満足度の割合】 
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（５）総合満足度（n=839） 

  （１）～（４）の総合的な、全体、性別、年代別の満足度は以下の図のとおりである。

未経験を除いている。全体をみると、約 79％となっており、平成 28年度の北海道の観光

客動態調査の「今回の観光・旅行全体に関する期待値と満足度」と比べると北海道の調査

では約 93％となっていることから、むかわ町はそれよりも約 14ポイントも低い割合とな

っていることが分かる。 

  性別でみると、個別の満足度に表れていたが、男性よりも女性の方が満足度が高くなっ

ていることが分かっている。 

  年代別にみると、「満足」は 20代が最も高く、10代が最も低かった。約 23ポイント

の差が出ている。 

  今回の調査は、昨年と比べると満足度が高くなっており、約 7ポイントも上昇している。

震災の影響がなくなったことが要因と推測する。若い 10代の満足度が若干低いため、満

足度の平準化が必要と考える。 

【全体および性別、年代別の総合満足度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考：H28年度北海道の観光客動態調査より 旅行全体の満足度】 

 

 

 

 

 

 

 

  

参考図：北海道経済部観光局調べ（平成 28 年度観光客動態・満足度調査報告書より） 
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（６）来訪回数別全体満足度（n=835） 

以下の図は、来訪者回数による全体的な満足度である。 

初めての満足度の方が、リピーターよりも若干高くなっている。5回以上のハードリピ

ーターとなると、満足度が低くなっていく傾向にある。 
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（１）自由記入（n=78） 

  自由記入欄に回答した人は、全体数（302）の約 26％となっている。同じような回答

についてはある程度集約し抜粋したものをカテゴリに分け、以下に記載する。 

  意見としては、「ししゃも」や「震災」というフレーズが多くみられた。また、ヒアリン

グから飲食店の場所はどこか、3町のものがあればとても良い、との意見を複数聞くこと

ができた。これは、毎度アンケート調査時に言われることである。否定的な意見は全く見

られず、好意的な意見がほとんどであった。 

  

※（性別／年代／居住地） 

 ① 意見 

  ・温泉すき！人もすてき！大好きな町です♡また遊びにきます。（女性／30 代／札幌） 

  ・秋に初めて来ることができました。６度目の訪問です。シシャモのシーズンでようや

く生ししゃも食べられ嬉しかったです。（女性／50代／道外） 

  ・ししゃも、おいしかったです。（女性／20代／その他道内） 

※同じ意見が多いため他は割愛する 

  ・ふるさと納税で知り、来たいと思っていました。また、来ます。（男性／40代／道外） 

  ・毎年、ししゃも寿司やししゃもを買いにきていますが、高速道路もあり、札幌から１

時間程度で来られるため、アクセスがよい。（男性／40代／札幌） 

  ・景色がきれいで食べ物（ししゃも）もおいしかったです。また、来ようとおもいます。

ししゃも、チーズ工房、お醤油のお店の方、みなさん、親切でした。（男性／20代／

札幌） 

  ・道の駅の営業時間が長くて嬉しかったです。買い物もとてもしやすかったです。あり

がとうございました。（女性／40代／道外） 

  ・６月に来ましたが、その時に町民の方に「ししゃもの時期にまたおいで！」と言われ

て、来ました。さすが、ブランドししゃも、今まで食べたししゃもでダントツに美味

でした。町の宝ですね。今後とも、町のブランドを守って下さい。また、来ます。（男

性／30代／その他道内） 

  ・要望はないが、変化や新しい観光場所が増えたらまた来たいと思うようになる。（男性

／40代／札幌） 

  ・良かった点が多かった。初めての人は４時間は遠く感じるかも知れないけど、来た道

を帰る時は良い思い出になっていると思います。一年たってみたら、皆さんがんばっ

て復興が早く感じます。うれしいです。（女性／60代／その他道内） 

  ・車で走っていて、お馬さんがくつろいでいる所が度々あり癒されています。途中、鹿

とも会えました。Ｔｈｅ北海道！という感じの自然が広がっていて、今度は緑の季節

にも来てみたいです。もっと下調べをしてから来ようと思います。（女性／30代／札

幌）                                など 

2-1３ 今回、むかわ町に来られてのご感想やご要望等ございましたら、ご自由にお書きください。 
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② 要望 

  ・カムイサウルスジャポニクスをもっと大大的に発信してほしい。東京で展示するのも

重要ですが、むかわで早く復元を作成して展示してほしい。（男性／40代／道外） 

  ・外でししゃも焼いてほしい。（女性／30代／札幌） 

  ・身障者用トイレで是非ウォシュレットの設置を希望します。（男性／70代以上／その

他道内）                                など 
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３．まとめ 

 以下の表に今回の調査結果をまとめた。 

調査項目 概  要 

性別 男性 52.0％、女性 48.0％ 

年代構成 
10代 1.3％、20代 5.6％、30代 12.6％、40代 18.6％、50代 27.3％、

60代 20.2％、70代以上 13.6％ 

居住地 道内 78.5％ 道外 20.5％、不明 1.0％ 

同行者 

子供連れ家族（17歳以下）7.6％、大人の家族（18歳以上）9.6％、夫婦

28.5％、ひとり 12.3％、友人 26.2％、カップル 6.0％、その他 8.6％、不

明 1.3％ 

町イメージ ある 91.9％、ない 8.1％ 

来訪回数 
初めて 27.8％、2回目 10.6％、3回目 7.9％、4回目 4.0％、5回以上

49.3％、不明 0.3％ 

再来訪期間 半年以内 46.3％、1年以内 28.8％、３年以内 11.2％、それ以前 13.7％ 

来訪手段 マイカー72.6％、公共交通機関 5.7％、バスツアー7.4％、レンタカー14.0％ 

所要時間 
1時間未満 12.6％、1時間台 42.4％、2時間台 21.5％、3時間台 5.3％、 

4時間以上 18.2％ 

立寄り先 立寄った 29.5％、立寄っていない 69.9％ 不明 0.7％ 

立寄る予定 立寄る 45.0％、立寄らない 52.0％ 不明 3.0％ 

滞在時間 
日帰り（半日）67.2％、日帰り（一日）17.5％、1泊 2日 10.9％、 

2泊 3日 2.6％、3日以上 1.7％ 

町外宿拍 する 37.1％、しない 61.6％、不明 1.3％ 

旅行動機 

おいしいものを求めて 54.5％、歴史・文化を知るため 1.4％、 

自然を楽しむため 13.7％、日常から解放されるため 4.5％、 

家族サービスのため 4.1％、その他 21.9％ 

消費金額 平均 6,132円、最小値 0円、最大値 200,000円 

情報源 
自身の経験 37.5％、家族・友人知人などからの紹介 19.0％、インターネッ

ト利用（SNS含む）12.0％、紙媒体など 3.3％、その他 28.2％ 

総合満足度 満足 79.4％、普通 18.6％、不満 2.0％ 

個別満足度 

【景観】 
満足 74.1％、普通 24.5％、不満 1.4％ 

個別満足度 

【食事】 
満足 83.9％、普通 13.2％、不満 2.9％ 

個別満足度 

【物販】 
満足 81.6％、普通 16.9％、不満 1.6％ 

個別満足度 

【宿泊】 
満足 76.6％、普通 20.3％、不満 3.1％ 
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第２章 日高町における夏期施設アンケート調査 

 

１．調査の概要 

（１）調査の目的 

  目的としては、地域連携 DMOとして 3町の観光地域づくりを推進するために、各町施

設などにおいて、当地域における来訪者の質的構成や、動向を数量的に把握し、また、来

訪者が「何を目的に旅行をしているか、何を求めているか」を把握するために調査を行っ

た。また、得られた情報を分析することにより、事業内容や KPIの設定の検討を行うため

に利用する。 

 

（２）調査方法 

  アンケート調査は、調査員が施設の玄関先でブースを設置し、来訪者に直接アンケート

記入を依頼する、いわゆる対面方式で行った。アンケート回答の謝礼として、各町の風景

写真を印刷したポストカード（３枚１組）をプレゼントした。謝礼品は調査地以外の他町

特産品にし、回遊してもらうきっかけづくりやアンケートをスムーズに行うことを目的と

している。 

 

（３）調査対象 

  調査地以外（町民以外）からの来訪者 

 

（４）調査地点 

  道の駅「樹海ロード日高」 玄関前 

 

（５）調査期間 

  令和元年 10月 11日（金）～13日（日） 

 

（６）調査項目 

  属性、イメージ、来訪回数（リピーター）、来訪手段、出発地から調査地までの所要時間、

旅行ルート、滞在時間、町イメージ、旅行目的、調査地での消費額、情報源、満足度 

 

（７）アンケート回収数 

  ① 10月 11日（金）   96枚 

  ② 10月 12日（土） 128枚 

  ③ 10月 13日（日）   78枚 

          合計 302枚 
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２．調査結果 

 

 

 

（１）性別（n=302） 

  男性と比べて女性の方が少し多い結果となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）年代構成（n=302） 

  全体的にみると、50代が最も多く、次いで 60代、70代以上と続いている。若い世代

である 10～30代は約 22％となっており、少ない状態である。中年齢層である 40～50

代は約 37％となり、4割近くを占めている。60 代以上の高齢者層は約 40％となってお

り、この時期の来訪者は、年齢が高くなっている。 

  直近の夏の調査では、10～30 代の若い世代が多くなっていたが、今回の調査ではそれ

よりも約 12ポイントも低くなっている。 

  全体的な平均年齢は、51.9歳となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２-１ ご回答いただく方について 

全体の平均は 51.9歳 
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  以下の図は男性の年代割合である。割合としては 60代が最も多く、次いで 50代、70

代以上と続いている。全体同じく 30 代以下の若い世代の割合は低く、年齢層が高くなっ

ている。全体よりも平均年齢が 1歳高い。女性よりも 1歳高い。 

【男性×年代】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  以下の図は女性の年代割合である。割合としては 50代が最も多く、次いで 70代以上、

40代となっている。全体と比べて年代割合は同じようになっている。全体よりも平均年齢

はほぼ同じで、男性よりも 1歳低い。 

【女性×年代】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※平均年齢は年代から算出したもので、実際の数値ではなく参考数値である 

【前年度同時期比較】 

  前年と比べて、30代以下の若年層の割合が約 11ポイント増えている。その分、60代

が、約 15 ポイント少なくなっている。いずれにしても、若年層が少なく、中・高齢者層

が多くなっている。 

  

男性の平均は 52.5歳 

女性の平均は 51.4歳 
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【性別の年代割合（全体比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）居住地（n=302） 

  全体を見ると、道内からの来訪者が約 86％となっており、全体の約 8割強を占めてい

る。若干だが、昨年よりは道外の来訪者が増えている。 
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  道内のどこのエリアから来訪しているか把握するために、振興局別に集計したところ、

以下の図のようになった。最も多いのは石狩地方の西エリアで、次いで十勝地方などの東

エリアとなっている。おおむね居住地から 2時間ぐらいで来ることができる来訪者が多く

なっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  一方、道外からの来訪者の居住地は以下の図のとおりである。最も多かったのは東京な

どの関東、次いで、大阪などの関西からは約 29％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度同時期比較】 

昨年同様、道内からの来訪者が多くなっている。 

   昨年と同様に来訪者の居住地の中心となっているエリアは、石狩地方などの西エリア

で、次いで多いのは十勝地方などの東エリアである。昨年は、東エリアからが約 33％と

なっているのに対し、今回の調査では約 21％となっているので約 11ポイント少なくな

っている。 

  

58.2％ 
2.7％ 

20.7％ 

17.2％ 
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  道内の同心円図で来訪者の居住地を見てみると、以下の図のようになる。ピンク色のポ

イントが来訪者の居住地となっているが、詳しい住所が分からないため役場があるところ

にポイントしている。おおむね高速道路がある、または近い場所から来ていることが分か

る。直線距離では 30～50ｋｍの範囲の居住地がより多く訪れていることが分かった。今

回の調査では、石狩などの西エリア、胆振・日高の南エリアの居住者が多くなっているこ

とが分かっている。 

【道内の同心円図から見る来訪者の居住地】 
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（４）同行者の構成（n=333） 

  全体としては、「夫婦」が最も多く、次いで「大人の家族」「ひとり」と続いている。昨

年と比べて割合構成としては、ほぼ同じである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  性別と年代別の同行者構成については以下の図のとおりである。 

性別で見ると、どちらも「夫婦」での来訪が多くなっている。特徴的な部分としては、

男性は「ひとり」が多く、女性は「大人の家族」が多くなっている。 

  年代別にみると、10代と 30代、40代は「17歳以下の子供連れ家族が」多くなって

いることから、相関関係にあるとみることができる。20代は「大人の家族」での来訪が

多くなっている。50代以降は「夫婦」での来訪が割合の主となっており、60代において

は約 63％と多くを占めている。家族単位での来訪が多いのは、若い世代である 10～30

代であった。また、「ひとり」での来訪は 20代と 50代で多かった。 

【性別・年代別の同行者構成】 
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（１）来訪回数（n=302） 

  以下の図は来訪者の来訪回数を全体および性別、年代別に集計したものである。全体的

にみると、5回以上の来訪が約 59％となっており、約 6割がハイリピーターであること

がわかっている。一方、初めての来訪者は約 23％となっている。 

  性別で見ると、女性よりも男性の方が「初めての来訪」が多くなっている。 

年代別にみると、初めての来訪が多いのは、10代と 20代であった。20代に至っては

約 41％と約 4割を占めている。リピート率が高かった年代としては、50代と 70代以上

が約 82％となっている。 

【全体および性別、年代別の来訪回数】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度同時期比較】 

  昨年と比べて、新規顧客となる「初めての来訪者」が多く、約 13ポイント多くな

っている。新規顧客とリピーターの良いバランス比率を 3：7と仮定するならば、も

う少し新規顧客を獲得できるようにするのが良いと考えられる。新規顧客が少ない状

態であると、将来的に来訪者数が少なくなっていくことが考えられるからである。そ

のため新規顧客を増やすことは重要と考える。 

     

 

 

 

  

２-２ 日高町へは、今回が何回目のご来訪ですか？ 
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（２）再来訪期間（n=220） 

  以下の図は、前回の来訪から今回来訪するまでの期間を調査したものとなっている。

全体的にみると、半年以内に再び訪れている来訪者が多く約 44％と半分近くとなっている。

次いで、1年以内が約 21％となっており、合わせると約 65％が 1年以内に訪れており、

来訪者の約 6割強が短いスパンで来訪していることが分かった。全体の再来訪期間の割合

に関しては同時期のむかわ町での調査結果とあまり変わっていない。 

性別でみると、男女の差にあまり違いはみられなかった。 

  年代で見てみると、半年以内の来訪は全体割合とあまり変わらなかった。10代のみ再

来訪期間が他の世代よりも長くなっていることが分かっている。半年以内を含む 1年以内

のスパンの短い世代としては、30代で、その割合は約 82％となっており、ほとんどを占

めている。いずれにしても、世代別の特徴的なものはあまり見られなかった。 

【全体および年代別の再来訪期間】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度同時期比較】 

   昨年と比べて、割合構成にあまり違いは見られなかった。日高町はリピーターが多い

ため、再来訪期間を短くすると、地域内消費金額にいい影響が与えることができると考

えられる。 
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（１）来訪手段（n=302） 

  来訪手段としては、ほとんどの来訪者が「マイカー」で来ていることが分かった。次い

で「レンタカー」「バスツアー」となっている。また、公共交通機関を利用して来訪してい

る人はいなかった。昨年と比べると、「マイカー」での来訪方法の主となっているが、今回

の調査では「レンタカー」の利用が若干増えている。「レンタカー」の利用者は道外者が多

く利用していると、推測する。 

  H28年度北海道の観光客動態調査によると、来訪者の旅行時の移動手段としては、マ

イカーが約 74％となっており、当地域よりも低い水準（当地域差 13.0ポイント）とな

っているが、全体的には同じような傾向となっている。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考：H28年度北海道の観光客動態調査より 旅行時の移動手段】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２-３ 今回のご旅行で日高町まで、どのような手段で来られましたか？ 

参考図：北海道経済部観光局調べ（平成 28 年度観光客動態・満足度調査報告書より） 
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（１）出発地からの所要時間（n=302） 

  出発地から日高町までの所要時間についてだが、その多くは 2時間台で、次いで 4時間

以上となっている。2 時間台以内が約 54％となっており、約 5 割強を占めている。これ

は都市圏域との位置関係が要因と推測する。 

  札幌圏内からは、2 時間台が最も多くなっている。距離的にみて、どこにも寄らないで

来訪した人が多いとみることができる。4 時間以上の多くは道外者となっており、その他

には様々な場所を経由して来訪している人となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度同時期比較】 

  昨年と比べて、1時間台の来訪が約 7ポイント少なくなっている。これは十勝から

の来訪が減っていることが要因と推測する。4時間以上の所要時間は、約 11ポイン

ト増えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２-4 今回のご旅行について、出発地から日高町までの所要時間を教えてください。 
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（１）日高町を訪れるまでに立寄った先（n=302） 

  立寄った人と立寄っていない人と比べると、「立寄った」との回答が多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

  以下の図は、立寄ったと回答した中での具体的な場所である。一番多いのは夕張市で次

いで、帯広市、十勝地方と続いている。夕張市が多いのは道の駅「夕張メロード」に立寄

たものと推測する。 

ルート的に考えると、札幌や夕張方面からの国道 274号・道東道を利用したと推定する

西ルートからは約39％、次いで、日勝峠・道東道を利用したと推定する東ルートが約32％、

太平洋側からの国道 237号を利用したと推定する南ルートから来訪が最も多く約 17％、

旭川方面からの国道 237号を利用したと推定する北ルートが約 11％となっている。 

【立ち寄った先の具体的地名】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度同時期比較】 

 昨年は、西、東、南ルートはほとんど違いがみられず、北ルートは約 8ポイント少なく

なっている。 

  

２-5 今回のご旅行で、立寄り先と立寄る予定の場所を教えてください。 

 

39.4％ 

10.8％ 

32.4％ 

17.2％ 
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（２）日高町からどこに訪れるか、立寄る予定先（n=302） 

  立寄る予定と回答した人は全体の約 74％に上っており、回答者の多くが調査地からど

こか違う場所へ移動するとなっている。このことから、この調査地は目的地ではないと捉

えている人が多く、通過ポイントとなっている。 

 

 

 

 

 

 

  立寄る予定と答えた人の具体的な場所については、以下の図のとおりである。一番多い

のが帯広市で、次いで胆振地方、十勝地方と続いている。 

  ルート的に考えると、帯広方面の東ルートを辿る人が最も多く約 53％、次いで同率で

札幌方面への西ルートが約 20％。太平洋側への南ルートが約 20％、旭川方面への北ルー

トが約 5％となっている。 

【立寄る予定の具体的地名】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度同時期比較】 

  昨年と同様に、東ルートへ辿る人は約 44％となっていたが、今年は約 61％と増えてお

り、約 17ポイント多くなっている。西エリアへは若干増え、南エリアへは少し減っている。

北エリアは減り、全くいないことが分かっている。 

  

23.9％ 

0.0％ 

60.9％ 

15.1％ 
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（３）ルート検証（n=302） 

どのエリアから来て、どこのエリアに向かうのか、ルートが分かるように以下に図を示

す。西エリアからの流入が多く、約 44％となっており、次いで十勝や釧路など東エリア約

31％となっている。近隣町の平取や苫小牧を含む南エリアからは、約 20％となっている。

ルート的に考えると「西エリアから東エリアへ」、「東エリアから西エリアへ」が多くみら

れている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

日高町 

西エリア 

北エリア 東エリア 

西エリア 

北エリア 東エリア 

44.2％ 

31.1％ 5.2％ 

37.0％ 

40.0％ 7.5％ 

南エリア 

南エリア 

13.5％ 

19.5％ 
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（１）滞在時間（n=302） 

  全体的にみると、約 73％というかなり高い割合で半日の日帰りで次の場所に移

ってしまう人が多く見受けられる。一日の滞在（日帰り）する人は約 14％と低い

水準である。1泊以上の日高町での宿泊者は、約 12％となっており、かなり少な

い状態であることが分かった。 

  年代別にみると、全体と比べて長く滞在している世代としては 30代である。最

も短い滞在（日帰り）の割合が高い世代としては 20代で 100％であり、すべて

となっている。宿泊を伴う滞在としては、１泊２日が多くなっている。 

  いずれにしても全体的に滞在時間がかなり短くなっているので、少しでも長く滞

在してもらえるような仕組みづくりが必要である。秋のはアクティビティ体験がほ

とんどないので、どのように滞在してもらうか検討が必要である。 

【全体および年代別の滞在時間割合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度同時期比較】 

  昨年と比べると、1日以下の日帰りが約 4％多くなっている。宿泊は、若干減って

いる。いずれにしても、滞在時間はかなり短くなっていることが分かっている。 

 

 

 

  

２-6 日高町での滞在時間を教えてください。 
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（１）日高町以外での宿泊（n=302） 

  今回の旅行において、日高町以外でも宿泊すると回答した人は、約 56％となっており、

半分強となっている。昨年同時期と比べて約 13％宿泊者が多くなっていることが分かっ

ている。 

 

 

 

 

 

 

  その約 56％の内訳としては、釧路市が最も多く、約 25％で 1／4を占めている。次い

でが札幌・小樽が約 23％、帯広市が約 18％となっている。釧路市、帯広市と札幌・小樽

が多くなっている理由としては、日勝峠を利用しこの調査地点を経由してそれぞれの地域

を行き来しているためと推測する。この状態は昨年同時期と同じである。 

【日高町以外で宿泊する具体的な場所】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【来訪者の旅行形態】 

来訪者の旅行形態としては、宿泊を伴う旅行形態（日高町内外での宿泊）をとってい

る人は、約 60％となった。平成 28年度の北海道観光客動態調査では、道内観光客は宿

泊を伴う旅行が約 57％となっており、今回の日高町の来訪者の旅行形態はそれとほぼ同

じである。 

【参考：H28年度北海道の観光客動態調査より 旅行時の移動手段】 

 

 

 

 

  

２-7 今回のご旅行で、日高町以外で宿泊されますか？ 



 

 

  
53 

 

  

鵡川・沙流川 DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

 

 

 来訪者にとって日高町がどのようなイメージがあるかを調査した結果、以下のようになっ

た。設問としては、イメージが「ある」か「ない」かと、さらには「ある」と回答した人に

は具体的なイメージを聞いている。 

 全体で見ると「ある」と回答している人は約 73％となっており、イメージがある人が多

くみられている。居住地別でみると、道内居住者は全体の割合とほぼ同じであるが、道外居

住者は、イメージを持っている人は全体と比べて若干少なくなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 下図は、「ある」と回答した中で、具体的な地域資源である。主に「馬」「自然」「昆布」で

ほとんどを占めており、「馬」と「自然」はほとんど同じような割合であった。「昆布」はそ

れよりも若干少なくなっており、約 18％となっている。イメージを活用した取り組みとす

れば、乗馬して秋の自然を感じられるような体験は実施するなどが考えられる。その他のイ

メージに関しては、あまり持たれていない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２-8 あなたが思う「日高町といえばこれ！」というものはありますか？ 
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（１）旅行の動機（n=302） 

  全体的にみると「自然を楽しむため」と回答した人が約 36％で全体の中で最も多くな

っている。次いで、「その他」「おいしいものを求めて」と回答している。「その他」の内容

については次ページに記載する。今回の調査で「自然を楽しむため」との回答が多いのは、

紅葉シーズンのためと推測する。 

  性別で見てみると、男性よりも女性の方が「おいしいものを求めて」と回答している人

が多くなっている。性別でのターゲット設定の場合はこの結果を参考にするとよい。 

  年代別に見ると、30代を除く世代は「自然を楽しむため」との回答が中心的である。

20代は「おいしものを求めて」との回答が多くなっている。 

【全体および男女別、年代別の旅行動機割合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度同時期比較】 

    昨年の同時期も今回の調査と同じように、「自然を楽しむため」と回答しているのが

全体割合の中で最も多くなっていた。昨年は「その他」が多くなっていたが、今回は

それよりも約 9ポイント少なくなっている。目的地ではないものの、具体的に目的を

もって旅行している人が多くなっている。 

 

 

  

２-9 今回のご旅行の動機は何ですか？ 
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  以下の図は、旅行動機で「その他」（全体割合の 23.3％）で具体的な回答である。 

  その中でも、「所用」と回答した人は約 42％と多く、観光目的ではなく当地域に訪れて

いることが分かっている。次いで「スタンプラリー」と続いている。これは道の駅で行っ

ているスタンプラリーのことである。 

今回の調査では、調査地が目的地であるかどうかはともかく、全体の中で観光のために

来訪している人は、約 86％ということになる。 

【旅行の動機 その他の内訳】 

 

 

 

 

 

 

 

 

  総合的にみると、「その他」を除いて、「自然を楽しむため」「おいしいものを求めて」が

旅行動機の中心となっていることが分かった。以下の図の、「北海道観光客動態調査」と比

べると、主要な選定理由として当調査と同じようなもの（赤枠内）となっている。 

【参考：H28年度北海道の観光客動態調査より 旅行先を選んだ理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

参考図：北海道経済部観光局調べ（平成 28 年度観光客動態・満足度調査報告書より） 
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（１）消費額（n=302） 

  日高町における消費金額（予定を含む）だが、平均金額としては 2,362円となっている。

最小値の 0円は 53件で、最大値の 100,000円は 1件だけだった。 

 

項 目 金 額 

平均金額 2,362円 

最小金額 0円 

最大金額 100,000円 

 

  以下の図のとおり、消費金額の範囲別の件数を見てみると、ほとんど 5,000円未満にデ

ータが集中している。赤い線が平均金額である。0円が 53件（全体の約 18％）あるため、

平均金額を押し下げている形になっている。 

【消費金額の範囲別件数】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２-10 今回のご旅行で日高町での消費額（予定を含む）を教えてください。 

 

このうち、0円が 53件あり、 

割合としては、全体の約 18％となっている 
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  全体、性別、年代別による消費金額割合を以下の図に示す。全体的にみると、最も多い

のは 5,000円未満の約 84％である。次いで 5,000～10,000円未満となっている。 

  性別で見てみると、違いはほとんど見られなかった。 

  年代別で見てみると、若干差はあるものの、5,000円未満という低い消費金額が多くを

占めている。その中で最も高い平均消費金額だったのは、60代の 3,666円であった。反

対に最も低くなっているのは、10代の 470円であった。 

  年代層で見ると 10～30代の若年齢層は 1,188円、40～50代の中年齢層は 2,218

円、60代以降の高年齢層は 3,134円となっている。年代層によって違いはあり、若い世

代にとってはあまり消費できるような場所や物がないという事と推測する。 

【全体および性別、年代別の消費金額の割合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度同時期比較】 

   昨年の平均消費金額は、4,596円となっており、今回はそれよりも、2,234円も低

くなっている。滞在時間はさほど違いは見られないので、ただ単に消費していないこと

となる。宿泊も車中泊やキャンピングカーと仮定すれば、消費金額は上がることはない。

滞在時間を延ばすことも必要であるが、宿泊形態も注視したほうが良いと考える。 
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（２）何に使ったか（n＝223） 

  フリーアンサー形式の回答を整理し、各カテゴリに分けて集計した。使い道としては、

「買物・お土産代」と「飲食店」の二つのカテゴリが割合のほとんどを占めている。この

構図は例年変わらずだが、昨年と比べると、「買物・お土産代」は約 17ポイント上昇し、

「飲食店」は約 13ポイント上昇している。「不明」が全くなくなったので、何に使ったか

（予定を含む）が明確になったことを表している。 

  アクティビティでの消費が少ないので、簡単に体験できるアクティビティがあれば、滞

在時間も伸び自然と地域内消費金額も上がっていくことが想定される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）主な居住地別の消費金額（n=300） 

  主な居住地別の消費金額を見ると以下のような図になった。「不明」は消費していない場

合がほとんどである。参考に地域別の消費金額をあげる。 

【参考】札幌 1,370円、帯広 842円、苫小牧 5,336円、その他道内 2,262円、

道外 5,144円 

 現状、「通りすがりに多少消費している」構図となっているが、ルート的に考えると「西

から東、東から西」となっている。これを参考と照らし合わせると、このルートに沿って

いる来訪者は消費金額が少なく、南からの来訪者は消費金額が高くなっていることが分か

っている。 
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（４）滞在時間による平均消費金額（n=302） 

  滞在時間による平均消費金額を表すと以下の図のようになった。半日の日帰りと一日の

日帰りでは、1.9倍の差がある。1泊 2日では、4.4倍、2泊 3日と 3泊以上は、1泊 2

日よりも倍率は低く、これは民宿やホテルの利用ではなく、車中泊やキャンピングカーの

利用が多いことが原因と推測する。 

項目 金額 半日の日帰りとの差 

日帰り（半日） 1,618円 － 

日帰り（一日） 3,120円 1.9倍 

1泊 2日 7,175円 4.4倍 

2泊 3日 5,388円 3.3倍 

3泊以上※ 3,916円 2.4倍 
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（１）情報源（n=384） 

  以下の図は、来訪者が今回の旅行において、日高町を選んだ際の情報源が何か、全体お

よび性別、年代別でその割合を示したものである。 

  全体的にみると、「自身の経験」によって来訪していることが一番多く約 29％となって

いる。その次には、情報源を持たない「特に無し」、「その他」と続いている。この構図は

昨年と変わりがない。 

男女別にみてみると、男女差に違いはあまり見られないが、「家族・友人知人からの紹介」

での情報の取得が男性よりも女性の方が若干多くなっている。ICT（SNSを含む）で見る

と、女性より男性の方が約 3ポイント多くなっている。 

  年代別でみると、「自身の経験」で多く来訪しているのは、30代と 70代以上である。

「家族・友人知人からの紹介」で最も多く来訪しているのは、10代である。ICTを活用し

た情報収集が多かった来訪世代としては、30代、60代であった。紙媒体での情報収集で

は、50～60代となっている。 

  来訪した際の情報源は、通りすがり（通過点）であるか、目的地であるか、によって左

右されやすく、「特に無し」が多い場合は通りすがりである場合が多い。特に相関関係にあ

る 10代と 40代は約 4割近くが「特に無し」と回答していることから、調査地が目的地

ではなく、立寄っただけの人が多いことが読み取れる。 

【全体および性別、年代別の日高町を選んだ際の情報源割合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2-11 今回のご旅行で日高町を選んだ際の情報源は何ですか？ 
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【日高町を選んだ情報源割合（多い順）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度同時期比較】 

    昨年と比べて、割合構成としてはほとんど変わりがなかった。 
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この調査では、「大変満足」「満足」「やや満足」「普通」「やや不満」「不満」「大変不満」「未

経験」の 7項目に分けて回答してもらった。アンケート回答者は左から 2番目を選ぶなどの

回答する際の傾向があり、データに偏りが出てしまうことも考慮して、大変満足とやや満足

は「満足」にし、やや不満と大変不満は「不満」とし、集計を行った。また、経験していな

いことは「未経験」としたが、この分析では「未経験」は除き、「満足」「普通」「不満」の 3

項目について集計を行い分析することにした。 

 

（１）景観や雰囲気（n=302） 

  以下の図は、全体、性別、年代別の景観や雰囲気についての満足度となっている。また、

未経験者を除いた経験者の割合となっている。 

  全体的にみると、約 81％の人が「満足」と回答している。「普通」は約 19％、「不満」

は約 0％となっている。平成 28年度の北海道の観光客動態・満足度調査によると、景観

の満足度は約 78％となっていることから、満足度は道の調査の水準より少し高くなって

いることが分かった。 

  性別でみると、男性よりも女性の方が若干満足度は高くなっている。 

  年代別でみると、世代によって違いはあるが、40代、60代は 70％台だったのに対し、

他の世代は 80％台となっており、高くなっている。 

【全体および性別、年代別の景観や雰囲気の満足度の割合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2-12 今回のご旅行で、日高町での満足度をお聞かせください。 
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（２）食事・飲食店（n=196） 

  以下の図は、全体、性別、年代別の食事・飲食店についての満足度となっている。また、

未経験者を除いた経験者の割合となっている。 

  全体的にみると、「満足」と回答した人は約 56％と回答者の半分ぐらいである。また、

「普通」と回答した人は約 37％、「不満」と答えたのは約 7％となっている。平成 28年

度の北海道の観光客動態・満足度調査によると、食事の満足度は約 70％となっているこ

とから、満足度は約 14ポイントも低い水準であるということになる。 

  性別でみると、男性よりも女性の方が若干満足度は高くなっている。 

  年代別でみると、満足度が最も高くなっているのは 10代のみで、その他の世代につい

ては、同等か低くなっている。特に、30，40代の満足度は低く、半分を切っている状況

である。これは、消費金額にも影響を与えてしまうものなので、少しでも満足度を上げる

方策が必要と考える。 

【全体および性別、年代別の食事・飲食店の満足度の割合】 
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（３）物販・お土産（n=236） 

  以下の図は、全体、性別、年代別の物販・お土産についての満足度となっている。また、

未経験者を除いた経験者の割合となっている。 

  全体的にみると、「満足」と回答した人は約 51％、「普通」は約 42％、「不満」は約 7％

となっている。平成 28年度の北海道の観光客動態・満足度調査によると、おみやげ品の

満足度は約 67％となっていることから、満足度は約 16ポイント低い水準であるというこ

とになる。 

  性別でみると、男性より女性の方が満足度は高くなっている。また、男性の方が「不満」

という回答している人が約 10％を占めている。 

  年代別でみると、若年層の 10～30代は全体と比べて満足度が高くなっている。40～

60代は満足度がかなり低くなっている。 

【全体および性別、年代別の物販・お土産の満足度の割合】 
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（４）宿泊（n=52） 

  宿泊については、未経験者が多いため、サンプル数は他と比べて少なくなっている。以

下の図は未経験者を除いた経験者の割合となっている。 

  全体的にみると、「満足」と回答した人は約 35％、「普通」が約 56％、「不満」が約 10％

となっている。平成 28年度の北海道の観光客動態・満足度調査によると、宿泊の満足度

は約 66％となっていることから、かなり低くなっていることが分かっている。 

  性別でみると、ほぼ変わりはなかった。 

  年代別にみると、10代は経験者がいなかったため、計測していない。全体的に見ると

20、30、70代以上は「満足」が全体と比べて高くなっており、その他の 40～60代に

おいては、かなり低くなっており、60代においては約 17％となっている。50代は「不

満」も多く、約 21％となっている。 

【全体および性別、年代別の宿泊の満足度の割合】 

 

 

 

  



 

 

  
66 

 

  

鵡川・沙流川 DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

（５）総合満足度（n=776） 

  （１）～（4）の総合的な、全体、性別、年代別の満足度は以下の図のとおりである。

未経験を除いている。全体をみると、約 62％となっており、平成 28年度の北海道の観光

客動態調査の「今回の観光・旅行全体に関する期待値と満足度」と比べると北海道の調査

では約 93％となっていることから、日高町はそれよりも約 31ポイントも低い数値になっ

ていることが分かる。 

  性別でみると、男性よりも女性の方が満足度は若干高くなっている。 

  年代別にみると、若年層の 10～30代は全体と比べて満足度が高くなっている。反対に

40～60代は低くなっている。 

【全体および性別、年代別の総合満足度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考：H28年度北海道の観光客動態調査より 旅行全体の満足度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

参考図：北海道経済部観光局調べ（平成 28 年度観光客動態・満足度調査報告書より） 
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（６）来訪回数別全体満足度（n=909） 

  以下の図は、来訪者回数による全体的な満足度である。リピーターの中で 3回目の来訪

者の満足度が最も高くなっている。 

  赤枠の初めてと、青枠のリピーター（すべてのリピーターの平均満足度）を比べると、

初めて来訪した人の方が、満足度は低くなっているが、その差は約 8ポイントと差はあま

りない。初めての来訪者の方がリピーターよりも満足度が高くなっている。 

【来訪回数別全体満足度】 
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（１）自由記入（n=84） 

  自由記入欄に回答した人は、全体数（302）の約 28％となっており、全体の約 3割を

占めている。同じような回答についてはある程度集約し抜粋したものをカテゴリに分け、

以下に記載する。 

  アンケート時は必ずと言っていいほど、「開店時間を早めてほしい」との要望をあげる人

が多くみられた。 

  ポジティブな感想については、「自然が素晴らしい」などの意見がとても多くみられた。

ネガティブな感想はほとんどなかった。 

 

※（性別／年代／居住地） 

  

① ポジティブな感想 

  ・久しぶりに日勝峠越えで樹海ロードを通り、改めてこの北海道の森を慈しんでいきた

いと感じます。（女性／60代／帯広市） 

  ・ＨＯＡでの川下りの付き合いは２０年になります。いつ来ても日高の人達は親切です。

感謝しています。（男性／70代以上／その他道内） 

  ・人はあたたかく過ごしやすかったです。次は日高町の旅行に来たいと思います。（女性

／30代／その他道内） 

  ・日勝峠を帯広から超えたところで、いつも休憩するとても良い場所です。夏はソフト

クリームをよく食べます。食事をとったり、お土産品を見たり買ったりするのも楽し

みにしています。札幌方面に向かうには、まだ、走行しなければなりませんのでホッ

ト一息つけるとてもよいスポットです。（女性／60代／帯広市） 

  ・紅葉がきれいでした。天気が良く、札幌からのドライブにちょうど良いと思います。

（男性／50代／札幌市） 

など 

 

 ② ネガティブな感想 

  ・やっているかいないかわからないお店が多く、わかりづらいなと感じました。（女性／

30代／その他道内） 

 

 ③ 要望 

  ・もう少し飲食店がほしい（女性／40代／その他道内） 

  ・道の駅を 9：00に開けてほしい。（男性／50代／帯広市） 

  ・景観・食材・グルメをすこしずつ頑張ってアピールして下さい。（男性）／50代／そ

の他道内） 

など 

2-1３ 今回、日高町に来られてのご感想やご要望等ございましたら、ご自由にお書きください。 
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 ④ 意見 

  ・海も山も川もある自然を活かして魅力をもっとアピールしてほしい（女性／50代／

札幌） 

  ・釧路と実家の途中で必ず寄らせてもらっています。特に帰りは野菜を沢山買って帰っ

ています。1カ月前も同じ。（男性／60代／その他道内） 

  ・石の博物館は子どもが喜んで、夏は宝石すくいにチャレンジしました。なにか、石の

お土産があれば買いたいです。ツアーもあれば（石の）参加したいです。（女性／30

代／その他道内） 

  ・日高といえば・・・というおみやげがあると旅行の途中でも寄りたくなります。馬油

のかわいいミニボトルとか・・・？いつも野菜のみになってしまいます。☆アンケー

トをお願いしている方々の雰囲気がとてもいいです。（女性／50代／その他道内） 

など 
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３．まとめ 

 以下の表に今回の調査結果をまとめた。 

調査項目 概  要 

性別 男性 47.4％、女性 52.6％ 

年代構成 
10代 6.0％、20代 7.3％、30代 8.6％、40代 14.9％、50代 22.2％、

60代 21.2％、70代以上 19.2％ 

居住地 道内 86.4％ 道外 12.9％ 

同行者 
子供連れ家族（17歳以下）12.7％、大人の家族（18歳以上）19.0％、夫

婦 38.3％、ひとり 13.7％、友人 9.0％、カップル 4.3％、その他 2.0％ 

町イメージ ある 73.4％、ない 26.6％ 

来訪回数 初めて 22.8％、2回目 9.6％、3回目 7.3％、5回以上 58.9％ 

再来訪期間 半年以内 44.1％、1年以内 21.4％、３年以内 17.7％、それ以前 16.8％ 

来訪手段 マイカー87.0％、公共交通機関 0.7.％、バスツアー4.3％、レンタカー6.6％ 

所要時間 
1時間未満 3.0％、1時間台 12.3％、2時間台 38.4％、3時間台 19.2％、 

4時間以上 26.5％、不明 0.7％ 

立寄り先 立寄った 54.0％、立寄っていない 38.7％ 不明 7.3％ 

立寄る予定 立寄る 73.5％、立寄らない 16.6％、不明 9.9％ 

滞在時間 
日帰り（半日）72.7％、日帰り（一日）14.0％、1泊 2日 6.7％、 

2泊 3日 2.7％、3日以上 2.3％、不明 1.7％ 

町外宿拍 する 55.6％、しない 42.7％ 

旅行動機 

おいしいものを求めて 20.0％、歴史・文化を知るため 2.0％、 

自然を楽しむため 36.0％、日常から解放されるため 7.3％、 

家族サービスのため 11.3％、その他 23.3％ 

消費金額 平均 2,362円、最小値 0円、最大値 100,000円 

情報源 
自身の経験 28.9％、家族・友人知人などからの紹介 10.9％、インターネッ

ト利用（SNS含む）14.3％、紙媒体など 6.8％、その他 48.1％ 

総合満足度 満足 62.4％、普通 33.0％、不満 4.6％ 

個別満足度 

【景観】 
満足 80.5％、普通 19.2％、不満 0.3％ 

個別満足度 

【食事】 
満足 56.6％、普通 36.7％、不満 6.6％ 

個別満足度 

【物販】 
満足 50.8％、普通 41.9％、不満 7.2％ 

個別満足度 

【宿泊】 
満足 34.6％、普通 55.8％、不満 9.6％ 
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第３章 平取町における秋期施設アンケート調査 

 

１．調査の概要 

（１）調査の目的 

  目的としては、地域連携 DMOとして 3町の観光地域づくりを推進するために、各町施

設などにおいて、当地域における来訪者の質的構成や、動向を数量的に把握し、また、来

訪者が「何を目的に旅行をしているか、何を求めているか」を把握するために調査を行っ

た。また、得られた情報を分析することにより、事業内容や KPIの設定の検討を行うため

に利用する。 

 

（２）調査方法 

  アンケート調査は、調査員が施設の玄関先でブースを設置し、来訪者に直接アンケート

記入を依頼する、いわゆる対面方式で行った。アンケート回答の謝礼として、各町の風景

写真を印刷したポストカード（３枚１組）をプレゼントした。謝礼品は調査地以外の他町

特産品にし、回遊してもらうきっかけづくりやアンケートをスムーズに行うことを目的と

している。 

 

（３）調査対象 

  調査地以外（町民以外）からの来訪者 

 

（４）調査地点 

  びらとり温泉ゆから 玄関前 

 

（５）調査期間 

  令和元年 11月 1日（金）～3日（日） 

 

（６）調査項目 

  属性、認知度、来訪回数（リピーター）、来訪手段、出発地から調査地までの所要時間、

旅行ルート、滞在時間、町イメージ、旅行目的、調査地での消費額、情報源、満足度 

 

（７）アンケート回収数 

  ① 11月 1日（金）  27枚 

  ② 11月 2日（土） 150枚 

  ③ 11月 3日（日） 152枚 

          合計 329枚 
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２．調査結果 

 

 

 

（１）性別（n=329） 

  男性と比べて女性の方が若干多い結果となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）年代構成（n=329） 

  全体的にみると、70代以上が最も多く、次いで 60代、40代と続いている。若年齢層

である 10～30代は約 19％となっており、若年齢層はあまり来ていないことが分かって

いる。今回の調査では 40～70代以上の世代が来訪者の中心となっている。 

 全体の平均年齢は高く、約 54歳となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２-１ ご回答いただく方について 

全体の平均は 53.7歳 
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  この年齢層を性別でクロス集計すると以下の図のような結果となっている。以下の図は 

男性の年代である。割合としては 70 代以上が最も多く、次いで 50 代、60 代と続いて

いる。30代以下の若年層は約 16％で、少なくなっている。 

【男性×年代】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  以下の図は女性の年代である。60代が最も多く、次いで 70代以上、40代と続いてい

る。30 代以下の若年層の割合は男性と比べて約 8 ポイント多くなっている。平均年齢は

男性よりも約 2歳若くなっている。 

【女性×年代】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女性の平均は 52.4歳 

男性の平均は 55.0歳 
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【性別の年代割合（全体比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）居住地（n=329） 

  全体を見ると、道内からの来訪者が約 95％となっており、ほとんどの来訪者が道内か      

 ら調査地へと訪れているのが分かった。 
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  以下の図は道内からの来訪者の詳しい居住地である。札幌からが最も多く約 29％を占 

めている。次いで近隣都市圏の苫小牧市、日高地方と続いている。この構図は昨年同時期

と同じである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  道内のどこのエリアから来訪しているかを把握するために、振興局別に集計したところ

以下の図のようになった。最も多いのは石狩地方からの来訪者で、次いで、胆振、日高と

続いている。 

エリアで見ると、石狩や胆振などの西エリアからの来訪が非常に多く約 84％を占めてい

る。 

【振興局別の居住地割合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

84.0％ 

5.2％ 

10.8％ 
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  一方、道外からの来訪者の居住地は以下の図のとおりである。具体的な都道府県名は、

サンプル数が少なく示すことができないため、大きなエリアに分けて集計した。 

  東京都などの東日本からが多く、約 50％となっている。海外は約 7％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度同時期比較】 

   昨年と比べて、石狩などの西エリアからが約 20％増加している。構図的には、西エ

リアが中心的となっており、次いで、東エリアとなっている。 
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  道内の来訪者の居住地を同心円図で見てみると、以下の図のようになる。ピンク色のポ

イントが来訪者の居住地となっているが、詳しい住所がわからないため役場があるところ

にポイントしている。おおむね高速道路がある、または近い場所から来ていることが分か

る。これは来訪のしやすさが起因していると推測する。直線距離では 40ｋｍ以内の範囲

にある居住者が訪れているのが分かる。40ｋｍ以上の遠方の居住地からの来訪はあまり見

られなかった。特に道東からはほとんど来訪がなかった。 

【道内の同心円図から見る来訪者の居住地】 
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（４）同行者の構成（n=329） 

  全体としては、「夫婦」が非常に多くみられ、約 36％を占めている。次いで「17 歳以

下の子供がいる子供連れ家族」「18歳以上の子供含む大人の家族」と続いており。家族単

位で考えると、約 70％を占めており、「家族」で来訪している人が多くみられている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  性別と年代別の同行者構成については以下の図のとおりである。全体では、「夫婦」が多

くなっており、50代以降に多くみられている。10代と 30～40代は「17歳以下の子供

がいる子供連れ家族」が多くなっており、相関関係にあると言える。 

【性別・年代別の同行者構成】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

  
79 

 

  

鵡川・沙流川DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

 

 

（１）来訪回数（n=329） 

  来訪者の来訪回数を見てみると、全体的に最も多いのは、5回以上が約 51％となってお

り半分となっている。次いで約 24％が初めての来訪である。 

  男女別でみると、男性よりも女性の方が初めての来訪が若干多くなっている。 

年代別の来訪回数を見てみると、10、20 代の若い世代は初めての来訪が多くみられ、

半分以上を占めている。年代が上がるにつれてリピート率も高くなっていく傾向にある。 

全体の年代の中で、リピート率が最も高いのは、60代で約 85％となっている。 

【全体および年代別の来訪回数】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度同時期比較】 

    昨年と比べて、新規顧客となる「初めての来訪」が若干多くなっており、約 5ポイ

ントの差があった。はほぼ同じ割合であった。 

    年代が追うごとにリピーター率が上がっていく構図は同じである。 

 

 

 

  

２-２ 平取町へは、今回が何回目のご来訪ですか？ 
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（２）再来訪期間（n=225） 

  以下の図は、前回から今回まで来訪するまでの期間を調査したものになっている。全体

的にみると、約 59％が半年以内に再来訪していることが分かる。1 年以内を含めると約

81％と来訪者の多くが短いスパンで訪れていることが分かる。 

  性別でみると、女性よりも男性の方が半年以内の来訪が多くなっている。1 年以内とな

ると男女の差に違いは見られなかった。 

  年代別に見てみると、最も短い期間である半年以内での来訪が多いのは、10代であり、

すべてを占めている。20 代は半年以内の来訪が全体と比べて少なくなっていることが分

かっている。 

【全体および年代別の再来訪期間】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度同時期比較】 

    昨年と比べて、構図的には同じようである。30代と 40代に関しては、半年以内の

短い来訪が、約 15ポイントも少なくなっていることが分かっている。 
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（１）来訪手段（n=329） 

  来訪手段としては、そのほとんどが「マイカー」で来ていることが分かる。次いで、バ

スツアーとなっている。レンタカーや、公共交通機関を利用しての来訪はほとんどなく、

2次交通が発達していないことの裏付けともいえる。 

  H28年度北海道の観光客動態調査によると、来訪者の旅行時の移動手段としては、マイ

カーが約 74％となっており、当地域よりも低い水準（当地域差 8.9 ポイント）となって

いるが、全体的には同じような傾向となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考：H28年度北海道の観光客動態調査より 旅行時の移動手段】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２-3 今回のご旅行で平取町まで、どのような手段で来られましたか？ 

参考図：北海道経済部観光局調べ（平成 28 年度観光客動態・満足度調査報告書より） 
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（１）出発地からの所要時間（n=329） 

  出発地から平取町までの所要時間についてだが、その多くは 2時間台で、次いで 1時間

台となっている。※この所要時間は居住地からの直接来た場合の時間ではない 

  道内では、1 時間台、2 時間台の所要時間をかけて来訪していることが分かる。道外か

らの来訪者は全てが 4時間以上かけて来訪している。 

  1 時間未満は、近隣からの来訪となっており、近隣よりも少し離れたところからの来訪

が多くなっていることが分かっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度同時期比較】 

    昨年と比べて、1 時間未満という短い所要時間が約 8 ポイント少なくなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２-４ 今回のご旅行について、出発地から平取町までの所要時間を教えてください。 
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（１）平取町を訪れるまでに立寄った先（n=329） 

  立寄った人約半分となっている。 

 

 

 

 

 

 

  以下の図は、立寄ったと回答した中でのエリアである。市町村が多岐にわたっているの

で振興局別に集約した。一番多いのは胆振地方で全体の約63％、次いで日高地方で約23％

となっている。 

ルート的に考えると、札幌や苫小牧などを経由する西ルートが約 70％、日高や新ひだか

などを経由する東ルートが約 23％、占冠や十勝などの北ルートが約 8％となっている。 

【立寄った先の具体的地名】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度同時期比較】 

  昨年は、西ルートが約 61％となって 

 おり、約 9％増加している。東ルート 

 は約 32％から約 10％減少、北ルートは 

 約 5％から約 3％増加している。 

  

２-5 今回のご旅行で、立寄り先と立寄る予定の場所を教えてください。 

22.5％ 

7.9％ 

69.5％ 
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（２）平取町からどこに訪れるか、立寄よる予定先（n=329） 

  立寄る予定はないと回答した人は全体の約 50％となっており、立寄ると回答した人よ

り多くなっている。不明の約 21％はまだ立寄るかどうか決めかねている人である。 

 

 

 

 

 

 

  立寄る予定と答えた人のエリアについては、以下の図のとおりである。一番多いのが、

胆振地方で次いで空知地方、日高地方となっている。 

  経由地としてルート的に考えると、苫小牧方面の西ルートを辿る人は、約 90％。えり

も方面の東ルートは約 9％、占冠方面の北ルートは、約 1％。となっている。 

【立寄る予定の具体的地名】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度同時期比較】 

  昨年は、西ルートが約 58％となっており、 

 約 32％も増加している。東ルートは約 31％ 

から約 22％の大幅な減少、北ルートは約 5％から約 4％の減少となっている。西エリア 

へと辿る人が大幅に多くなっていることが分かった。 

  

90.1％ 

1.2％ 

8.6％ 
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（３）ルート検証（n=329） 

どのエリアから来て、どこのエリアに向かうのか、ルートが分かるように以下に図を示

す。西エリアからの流入が特に多く、約 70％を占めている。また、平取町からは、約 58％

が西エリアへ、約 40％が東エリアへ、約 3％が北エリアへと辿っていく人が多くなってい

る。ルート的に考えると「西エリアから西エリアへ」、「西エリアから東エリアへ」が多く

みられている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

平取町 

西エリア 

北エリア 

東エリア 

西エリア 

北エリア 

東エリア 

69.9％ 22.4％ 

7.6％ 

57.5％ 
39.7％ 

2.8％ 
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（１）滞在時間（n=329） 

  全体的にみると、半日の日帰りの割合が最も多く約 63％となっている。次いで、一日

の日帰りが約 20％となっている。日帰りは約 83％となり、ほとんどを占めている。 

  以下の図は全体的な割合のほかに、年代別の滞在時間も示している。最も滞在時間が長

いのは、20 代で日帰りが約 59％となっている。反対に最も滞在時間が短いのは、10 代

で、宿泊者が全くいなかった。最も人数比率が多かった 70 代以上は、ほとんど宿泊者が

おらず、日帰りは約 93％となっている。 

【全体および年代別の滞在時間割合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度同時期比較】 

    昨年と比べて、半日の日帰りでの滞在時間の割合が、約 8％増加し、反対に 1泊 2

日の滞在時間が、約 10％減少している。全体的に見ると滞在時間が短くなっている。 

 

 

 

  

２-6 平取町での滞在時間を教えてください。 
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（１）平取町以外での宿泊（n=308） 

  今回の旅行において、平取町以外でも宿泊すると回答した人は、約 14％となっている

おり、低い水準となっている。 

 

 

 

 

 

 

  その約 14％の内訳としては、胆振地方が最も多く約 54％を占めている。次いで日高地

方が約 35％を占めている。次いで札幌・小樽が 25％となっている。昨年度は札幌近辺で

の宿泊が多くみられていたが、今回の調査では、近隣での宿泊が目立っている。 

【平取町以外で宿泊する具体的な場所】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【来訪者の旅行形態】 

来訪者の旅行形態としては、宿泊を伴う旅行形態（平取町内外での宿泊）をとってい

る人は、約 31％（内訳：平取町のみの宿泊約 17％、平取町以外のみの宿泊約 14％）

となった。平成 28年度の北海道観光客動態調査では、道内観光客は宿泊を伴う旅行が

約 57％となっており、今回の平取町の来訪者の旅行形態はそれよりも約 26％も高い水

準である。 

【参考：H28年度北海道の観光客動態調査より 旅行時の移動手段】 

 

 

 

 

  

２-７ 今回のご旅行で、平取町以外で宿泊されますか？ 
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来訪者にとって平取町がどのようなイメージがあるかを調査した結果、以下のようになっ

た。設問としては、イメージが「ある」か「ない」かと、さらには「ある」と回答した人に

は具体的なイメージを聞いている。 

 全体的に見ると、イメージがあると回答している人は約 84％でほとんどの人が、何かし

らのイメージを持っていることが分かった。また、居住地別にみると、道内居住者は約 84％

がイメージを持っており、道外居住者については、約 67％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 下図は、「ある」と回答した中で、具体的なイメージを示したものの割合である。最も割合

が多くなっているのが、「トマト」と「和牛」である。平取町＝トマト、和牛というイメージ

が定着していることを表している。食べ物以外での平取町の代表する地域資源である「アイ

ヌ文化」に関しては、約 18％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

  

２-8 あなたが思う「平取町といえばこれ！」というものはありますか？ 
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鵡川・沙流川DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

 

 

（１）旅行の動機（n=329） 

  全体的にみると、「おいしいものを求めて」と回答した人が、約 30％となっている。次

いで「その他」となっており、その内訳に関しては次頁に記載する。それ以外をみると「自

然を楽しむため」と回答した人が、約 15％、次いで、「家族サービスのため」と回答して

いる。平取町においては、「アイヌ文化」という地域性がある観光資源があるが、この時期

の来訪者はあまり興味を持ってきている人は少なくなっている。 

  以下の図は、全体割合のほかに性別、年代別の旅行の動機も示している。 

  性別をみると、あまり全体割合と比べて差異はないが、男性のほうが「家族サービスの

ため」と回答した人が若干多かったことが分かっている。 

  年代別にみると、「おいしいものを求めて」と回答した人は 10 代と 40、50 代に多く

みられ、特に 10代と 40代は同行者構成によるものと推測する。70代以上においては、

「歴史・文化を知るため」と全体よりも多く回答している。 

【全体および性別、年代別の旅行動機割合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度同時期比較】 

    昨年と比べて、「その他」との回答が約 11％低くなっている。    

２-9 今回のご旅行の動機は何ですか？ 
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～むかわ町・日高町・平取町～ 

以下の図は、旅行動機で「その他」（全体割合の 21.0％）で具体的な回答である。 

  「温泉」との回答が多く約 69％を占めている。これは、調査ポイントが温泉というこ

とが要因である。その他には、「所用」との回答もあったが、具体的なものはわからない。 

【旅行の動機 その他の内訳】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総合的にみると、「自然を楽しむため」、「おいしいものを求めて」という 2つのキーワー

ドが旅行動機の中心となっていることが分かった。以下の図、「北海道観光客動態調査」と

比べると、主要な選定理由としては当調査と同じようなもの（赤枠内）となっている。 

【参考：H28年度北海道の観光客動態調査より 旅行先を選んだ理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

参考図：北海道経済部観光局調べ（平成 28 年度観光客動態・満足度調査報告書より） 
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～むかわ町・日高町・平取町～ 

 

 

（１）消費額（n=329） 

  平取町における消費額（予定を含む）だが、平均金額としては 5,030 円となっている。

最小値の 200円は 1件で、最大値の 100,000円は 1件。 

 

項 目 金 額 

平均金額 5,030円 

最小金額 100円 

最大金額 100,000円 

 

  以下の図のとおり消費金額の範囲別の件数を見てみると、データにばらつきがあるのが

分かる。赤い線が平均金額である。5,000円未満が多くはなっているが、高い消費金額が

平均消費金額を押し上げている形である。また、赤枠部分が消費利用金額範囲となってい

る。25,000円以上の消費はほとんど見られない。 

【消費金額の範囲別件数】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２-10 今回のご旅行で平取町での消費額（予定を含む）を教えてください。 

消費利用金額範囲 
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  全体、性別、年代別による消費金額割合を以下の図に示す。全体的にみると、最も多い

のは 5,000 円未満の約 62％となっている。次いで 5,000～10,000 円未満が約 14％

となっている。 

  性別でみると、女性より男性の方が、平均消費金額が約 500円高くなっていることが分

かっている。 

  一方、年代別にみると以下の図のような割合になっている。10 代は自身で支払うこと

は少ない（小金額なら可能性あり）と考えられることから、それ以外の世代に振り分けら

れると捉えたほうが良い。年代別の平均消費金額で最も高いのは、60代 6,437円で、次

いで 20代の 5,431円となっている。これは、滞在時間が関係しており、20代は特に他

の世代よりも滞在時間が長くなっていることが分かっている。 

【全体および性別、年代別の消費金額の割合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度同時期比較】 

    昨年の平均消費金額は、9,005 円となっており、今回はそれよりも 3,975 円も低

くなっている。考えられる要因として、滞在時間の長さによるものと思われる。特に

今回は宿泊を伴う来訪が少ないので、消費金額拡大するには、宿泊を伴うような事業

展開が必要となる。 
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（２）何に使ったか（n＝282） 

フリーアンサー形式の回答だったので文言を整理し、各カテゴリに分けて集計した。以

下の図のような割合になった。この問いは予定も含んでいる。 

  全体的にみると、割合は「飲食店」が最も多く、次いで「物販・お土産」、「宿泊」と続

いている。 

単純に消費金額をあげるのであれば、滞在時間を延ばすのが最も効果的であるのだが、

平取町は「宿泊施設」が少ないためキャパシティに限界がある。そのため「買物・お土産

代」を強化することによって、地域課題である「お土産品の少なさ」や消費金額をあげる

ことができると推測する。また、その場合には、お土産品を売る施設の設置や整備をする

ことも必要となってくる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）主な居住地別の消費金額（n=289） 

主な居住地別の消費金額を見ると以下のような図になった。地域によって消費金額が違

うことが分かった。「帯広」と「道外」は消費金額が高くなっていることが分かっている。

このことから、調査地からみて遠い居住地の来訪者は多く消費することが分かる。 
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～むかわ町・日高町・平取町～ 

（４）滞在時間による平均消費金額（n=329） 

  滞在時間による平均消費金額を表すと以下の図のようになった。日帰り（半日）では、

全体の平均消費金額の約半分となっており、その事が平均諸王日金額を引き下げ、低くな

っていることが分かる。一番高い金額は 3泊以上の 36,833円である。3泊以上について

は、「グランピング」の利用が多くみられている。2泊 3日は 1泊 2日よりも平均消費金

額が低くなっており、「車中泊」が多かったことが要因と推測する。 

 項目 金額 半日の日帰りとの差 

日帰り（半日） 2,784円 － 

日帰り（一日） 5,448円 1.95倍 

1泊 2日 11,905円 4.27倍 

2泊 3日 10,857円 3.89倍 

3泊以上※ 36,833円 13.23倍 
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～むかわ町・日高町・平取町～ 

 

 

（１）情報源（n=359） 

  以下の図は、来訪者が今回の旅行において、平取町を選んだ際の情報源が何か、全体お

よび性別、年代別でその割合を示したものである。 

  全体的にみると、「自身の経験」が最も多くなっている。リピーターが多い証拠でもある。

次いで「家族・友人知人の紹介」が多くなっている。 

男女別にみてみると、女性よりも男性の方が「自身の経験」によって来訪している人が

多かった。また、インターネット（便宜上HPや SNSなどを合算したものとした）を情報

源としているのは女性の方が多かった。この割合構成は昨年同時期と同じである。 

  年代別にみると、10代は「自身の経験」と「家族・知人友人からの紹介」ですべてが

占められている。20代を境に「自身の経験」によって来訪している割合が多くなってい

く傾向となっている。SNSを含むインターネットいわゆる ICTを活用した情報の取得状況

では、20代と 60代に多くみられている。全体では約 11％となっている。アナログ手法

である紙媒体では、20代に多くみられているが、全体では約 5％しかなく、ICTの半分と

なっている。 

【全体および性別、年代別の平取町を選んだ際の情報源割合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平取町を選んだ情報源割合（多い順）】 

 

 

 

 

2-11 今回のご旅行で平取町を選んだ際の情報源は何ですか？ 
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【前年度同時期比較】 

    昨年と比べて、「自身の経験」が若干多くなっており約 5ポイント増加している。「家

族・友人知人からの紹介」も約 5％多くなっていることが分かっている。反対に ICT

（SNSを含む）を活用した割合は約 10ポイントも低くなっている。紙媒体において

は昨年よりと同じであった。 
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～むかわ町・日高町・平取町～ 

 

 

 この調査では、「大変満足」「満足」「やや満足」「普通」「やや不満」「不満」「大変不満」「未

経験」の 7項目に分けて回答してもらった。アンケート回答者は左から 2番目を選ぶなどの

回答する際の傾向があり、データに偏りが出てしまうことも考慮して、大変満足とやや満足

は「満足」にし、やや不満と大変不満は「不満」とし、集計を行った。また、経験していな

いことは「未経験」としたが、この分析では「未経験」は除き、「満足」「普通」「不満」の 3

項目について集計を行い分析することにした。 

 

（１）景観や雰囲気（n=306） 

  以下の図は、全体、性別、年代別の景観や雰囲気についての満足度となっている。また、

未経験者を除いた経験者の割合となっている。 

全体的にみると、ほとんど満足しているようである。不満もほとんどない。 

性別でみると、男女の差はない。 

年代別では、10代と 20代はすべてが満足と回答しており、他の世代に関しても、80％

以上となっており、満足度は高い。平成 28 年度の北海道の観光客動態・満足度調査によ

ると、景観の満足度は約 78％となっていることから、満足度は道の調査より約 9 ポイン

ト高い水準である。 

【全体および性別、年代別の景観や雰囲気の満足度の割合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2-12 今回のご旅行で、平取町での満足度をお聞かせください。 
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（２）食事・飲食店（n=263） 

  以下の図は、全体、性別、年代別の食事・飲食店についての満足度である。また、未経

験者を除いた経験者の割合となっている。 

全体的にみると、約 89％とかなり高い水準である。「普通」が約 11％、「不満」は約 1％

となっており、ほとんど「不満」がない状態であることが分かっている。 

性別で見ると、女性よりも男性の方が若干満足度は高くなっている。 

年代別にみると、景観の満足度と同様に10代と20代はすべてが満足と回答している。

反対に低かった世代は 60代であったが、いずれにしても、満足度は高い状態である。 

平成 28年度の北海道の観光客動態・満足度調査によると、食事の満足度は約 70％とな

っていることから、満足度は道の調査より約 19 ポイントも高い水準であるということに

なる。 

  【全体および性別、年代別の食事・飲食店の満足度の割合】 
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～むかわ町・日高町・平取町～ 

（３）物販・お土産（n=246） 

  以下の図は、全体、性別、年代別の物販・お土産についての満足度である。また、未経

験者を除いた経験者の割合となっている。 

全体的にみると、「満足」と回答した人は約 76％、「普通」は約 21％、「不満」は約 3％

であった。平成 28 年度の北海道の観光客動態・満足度調査によると、おみやげ品の満足

度は約67％となっていることから、満足度は道の調査より約9ポイント高くなっている。 

  性別で見てみると、ほとんど違いは見られなかった。 

  年代別にみると、10 代は全てが満足と回答している。全体と比べて満足度が低かった

のは、50、60代であった。一般的に、この世代は全体の世代の中でおみやげ品を購入す

ることが多い世代である。不満は少ないので、品数を増やしたり、賞品の質をあげたりす

れば、満足度も上がっていくと思われる。 

【全体および性別、年代別の物販・お土産の満足度の割合】 
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（４）宿泊（n=112） 

  宿泊ついては、未経験者が多いため、サンプル数が少なくなっている。以下の図は未経

験者を除いた経験者の割合となっている。 

全体的にみてみると、約 75％が「満足」と回答している。「普通」は約 24％、「不満」

は約 1％であった。平成 28 年度の北海道の観光客動態・満足度調査によると、宿泊の満

足度は約 66％となっていることから、満足度は道の調査より約 11ポイントも高い水準で

ある。 

性別で見てみると、男性よりも女性の方が約 10 ポイントも満足度が高くなっている。

年代別にみると、10代は全てが「満足」と回答している。20代も満足度は高い状態では

あるが、不満も多く約 14％も占めている。 

 

【全体および性別、年代別の宿泊の満足度の割合】 
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～むかわ町・日高町・平取町～ 

（５）総合満足度（n=927） 

  （１）～（4）の総合的な、全体、性別、年代別の満足度は以下の図のとおりである。

未経験を除いている。全体をみると、約 83％となっている。平成 28年度の北海道の観光

客動態調査の「今回の観光・旅行全体に関する期待値と満足度」と比べると北海道の調査

では約 93％となっていることから、平取町はそれよりも約 10ポイント低い数値になって

いることが分かる。 

  性別で見ると、男女の差に違いは見られなかった。 

  年代別にみると、10代においては全てが「満足」と回答している。また、20代の満足

度も高くなっていることが分かっている。来訪者の多い、50代と 60代の満足度が全体よ

りも若干低いため、その世代に対して、満足を得られるような取組が必要となってくる。 

 

【全体および性別、年代別の総合満足度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考：H28年度北海道の観光客動態調査より 旅行全体の満足度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考図：北海道経済部観光局調べ（平成 28 年度観光客動態・満足度調査報告書より） 
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（６）来訪回数別全体満足度（n=945） 

  以下の図は、来訪者回数による全体的な満足度である。赤枠の「初めての来訪」が最も

満足度が高くなっている。約 87％となっており、ほとんどの人が「満足」と回答してい

る。 

青枠の「リピーター」（すべてのリピーターの平均満足度）をみると、「初めての来訪」

よりも若干高くなっていることが分かっている。いずれにしても、高い状態であり、来訪

回数によって満足度は変わらないことが分かっている。 

【来訪回数別全体満足度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度同時期比較】 

    昨年と比べて、満足度は高くなっている。特に全体的に良く、性別や年代別での差

はほとんど見られなかった。高い状態なので維持していくことが重要である。 
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（１）自由記入（n=40） 

  自由記入欄に回答した人は、全体数（329）の約 12％となっており、少なくなってい

る。また、同じような回答についてはある程度集約し抜粋したものをカテゴリに分け、以

下に記載する。 

  今回の調査では、否定的な意見は全く見られなかった。昨年同時期と同じであり、これ

は満足度に表れている。「自然が特に良い」「食が良い」「アイヌ文化が良い」という意見が

特に多くみられている。また、ヒアリングでは、再度来訪を希望する人が多くいた。 

    

※（性別／年代／居住地） 

  

 ① 肯定的な感想 

  ・自然が豊かでいやしです。特に温泉から見る紅葉が好きです。（女性 ／20 代／その

他道内） 

  ・平取町温泉も和牛も大好きです。何度も来たいのですが、なかなか予約がとりにくい

のが残念です。（女性／50代／その他道内） 

  ・自分は温泉とジョギング、妻は毎日博物館…お互いにすきなことをしてすごせるのは

よい。すばらしい自然の中で走るのは気持ちいいです。（男性／40 代／その他道内） 

  ・自然も文化も食も素晴らしい。（女性／70代以上／その他道内） 

                                       など 

 

② 意見 

 ・ネイチャーガイドなどＤＥＥＰな二風谷を見たり、アートも少し見てみたいです。（男

性／50代／札幌） 

 ・英語のインフォメーションが増えるといいなと思います。（女性／30代／道外） 

 ・家族のみならず、友人、知人に紹介したい。（男性／70代以上／札幌） 

 ・平取のこと知らなかったが、アイヌという強点があるとは知らなかった。白老や阿寒

に勝てるようにしてください。（女性／20代／札幌） 

 ・こんな素晴らしいところを沢山の海外の方はまだ、知らないので、宣伝、知名度を上

げるのは大事です。（女性／30代／札幌） 

 ・昨年の 10月に博物館に来て、アイヌの着物を見て感動し、この 1年で 5回目の訪問

です。アイヌ刺繍も最近始めたので文化の勉強などのため、これからも来る予定です。

（女性／40代／その他道内） 

など 

 

  

2-1３ 今回、平取町に来られてのご感想やご要望等ございましたら、ご自由にお書きください。 
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鵡川・沙流川DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

３．まとめ 

 以下の表に今回の調査結果をまとめた。 

調査項目 概  要 

性別 男性 48.9％、女性 51.1％ 

年代構成 
10代 1.8％、20代 6.7％、30代 10.9％、40代 18.2％、50代 17.3％、

60代 21.9％、70代以上 22.5％、不明 0.6％ 

居住地 道内 95.4％ 道外 3.6％、不明 0.9％ 

同行者 
子供連れ家族（17歳以下）21.7％、大人の家族（18歳以上）12.2％、夫

婦 36.4％、ひとり 9.8％、友人 10.1％、カップル 1.5％、その他 7.0％ 

イメージ ある 84.2％、ない 15.8％ 

来訪回数 
初めて 24.3％、2回目 10.0％、3回目 10.3％、4回目 4.0％、5回以上

50.5％、不明 0.9％ 

再来訪期間 半年以内 56.4％、1年以内 22.2％、３年以内 9.3％、それ以前 12.0％ 

来訪手段 マイカー82.9％、公共交通機関 0.6％、バスツアー12.8％、その他 3.7％ 

所要時間 
1時間未満 15.5％、1時間台 28.9％、2時間台 30.4％、3時間台 16.4％、 

4時間以上 7.9％、不明 0.9％ 

立寄り先 立寄った 50.8％、立寄っていない 42.6％、不明 6.7％ 

立寄る予定 立寄る 29.8％、立寄らない 49.5％、不明 20.7％ 

滞在時間 
日帰り（半日）62.7％、日帰り（一日）20.2％、1泊 2日 13.8％、 

2泊 3日 2.1％、3日以上 0.9％、不明 0.3％ 

町外宿拍 する 14.0％、しない 83.3％、不明 2.7％ 

旅行動機 

おいしいものを求めて 30.4％、歴史・文化を知るため 10.3％、 

自然を楽しむため 14.7％、日常から解放されるため 8.8％、 

家族サービスのため 14.7％、その他 21.0％ 

消費金額 平均 5,030円、最小値 200円、最大値 100,000円 

情報源 
自身の経験 41.8％、家族・友人知人などからの紹介 20.9％、インターネッ

ト利用（SNS含む）11.1％、紙媒体など 4.7％、その他 21.5％ 

総合満足度 満足 83.0％、普通 15.6％、不満 1.4％ 

個別満足度 

【景観】 
満足 86.9％、普通 12.4％、不満 0.7％ 

個別満足度 

【食事】 
満足 88.6％、普通 10.6％、不満 0.8％ 

個別満足度 

【物販】 
満足 75.6％、普通 21.1％、不満 3.3％ 

個別満足度 

【宿泊】 
満足 75.0％、普通 24.1％、不満 0.9％ 
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